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eラーニングによるビジネス教育システムの開発と実践
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Abstract: The purpose of this research is to develop and to practice the business education system that supports the

business education in universities. In this research, we have developed the business education system software called

“Business Center”for e-Learning. This system is based on retail management system that has been actually used in a

business world, so that student can easily understand its practical work. The system of our“Business Center”has the

alternative to use by e-Learning through Internet or to use locally with CD-ROM. The whole image of the business

process can be understood by using our“Business Center”. The use of this system also contributes to their computer

information literacy. 
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1．はじめに
本研究の目的は，大学等におけるビジネス

実務教育を支援するためのビジネス教育シス

テムを開発・実践することである．実社会に

おいて実際に活用されている販売管理システ

ムをベースとして，学生が容易にビジネス実

務を理解できるように教育用に再構築した，

ｅラーニングによる初学者向けのビジネス教

育システム「ビジネスセンター」を開発し，

その実践を通して，ビジネス実務教育の確立

を目指している．

2．問題の所在
現在の学校教育の多くは理論中心であり，

ビジネス実務に即した教育は充分に行われて

いないのが現状である．

従来の学校教育では，現実のビジネス活動

に関連する教育を受ける機会はほとんどな

く，また一部の商業教育においても，その内

容はビジネス実務の断片的な理解にとどまっ

ている．そのため，多くの学生は，ビジネス

実務に関するスキルを持たないまま，企業に

就職しているのが現状である．しかしながら，

ビジネスの現場においては，即戦力となる人

材が強く求められており，その要請に応えら

れるような人材育成が，学校教育にはますま

す求められている．

したがって，学校教育において，従来型の

教育だけではビジネス実務に即した人材育成
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を実現することは困難であり，一連のビジネ

スプロセスの全体像を理解できるような，効

果的なビジネス実務教育の確立が重要となる．

3．改善内容と方法
（1）ビジネスセンターの開発

本研究では，在学中にビジネス実務を学習

できるようなビジネス教育システムを確立す

ることを目標として，実社会において実際に

利用されている販売管理システムをベース

に，ｅラーニングの仕組みを採り入れた教育

用の販売管理システムである「ビジネスセン

ター」を開発した [ 1 ]．「ビジネスセンター」

を利用した実習によって，ビジネス実務に即

した業務処理を，パソコンを利用して初学者

でも容易に理解することが可能である．

（2）ビジネスセンターの概要

ビジネスセンターは，パソコンソフトを取

り扱う，架空の卸売業における販売管理シス

テムである．

この卸売業者は，得意先は３社，仕入先は

２社，取扱商品は５種類，従業員は５人であ

る．

ビジネスセンターの「メインメニュー」画

面には，販売管理に必要な一連の業務を行う

ためのボタンが配置されている（図１）．

図１　「メインメニュー」画面

（3）ビジネスセンターによる演習例

ビジネスセンターにおける業務は，主に次

のような流れで行われる．

①　発注

仕入先へ商品を発注し，仕入を行う．

メインメニューの「発注入力」ボタンを

押し，「発注一覧表」を表示する（図２）．

図２　「発注一覧表」画面

画面上部の「発注作成」ボタンをクリッ

クし，「発注書新規作成」画面を表示する．

ここで，発注する商品の内容を入力する．

入力が終わったら，「発注書印刷」ボタン

を押し，各種伝票を作成する（図３）．

図３ 「発注書新規作成」画面
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②　受注

得意先から商品を受注し，商品を出荷する．

メインメニューの「受注入力」ボタンを押

し，「受注票一覧」を表示する（図４）．

図４ 「受注票一覧」画面

図５ 「受注伝票新規作成」画面

画面上部の「受注作成」ボタンを押し，

「受注伝票新規作成」画面を表示する．こ

こで，「注文書」の内容を入力する（図５）．

次に，メインメニューの「出荷指示書」

ボタンを押し，出荷指示書を作成する．

そして，メインメニューの「納品書作成」

ボタンを押し，「納品書印刷」画面で「納

品書一括印刷」ボタンを押し，各種伝票を

印刷する．

図６ 「請求書」画面

③　請求業務

請求書を作成・印刷し，請求業務を行う．

メインメニューの「請求書作成」ボタン

を押し，「月次請求書一括作成」を表示し，

請求書作成ボタンを押して請求書を作成す

る．

次に，メインメニューの「請求書印刷」

ボタンを押し，「請求書印刷」画面を表示

する．該当する請求先のボタンを押し，請

求書を表示・印刷する（図６）．

図７ 「請求書一覧（入金処理）」画面

④　入金処理

入金処理を行う．

メインメニューの「入金処理」ボタンを

押し，「請求書一覧（入金処理）」を表示す

る（図７）．得意先ごとに，入金年月日と

入金金額を入力する．
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このように，ビジネスセンターを活用するこ

とによって，一連のビジネスプロセスを実際に

体験することで，販売管理の一連の業務を体系

的に理解することができるようになっている．

（4）ビジネスセンターのシステム

ビジネスセンターのシステムは，講義をお

こなう環境によって複数のシステムが提供可

能である．

①　インターネットに接続可能な環境では，

SBC（Server Based Computing）を利用し，

インターネット経由でのeラーニング形

式でビジネスセンターのシステムを利用

する．

②　インターネット接続環境に制限のある

場合，あるいはデータをサーバからダウ

ンロードできない場合，C D - R O Mに収録

されたビジネスセンターのプログラムを

HDDにコピーし，システムを利用する．

（5）ビジネスセンターによる講義の流れ

2 0 0 4年9月より，横浜商科大学商学部経営

情報学科講義科目「経営情報システム論」

（受講者数計3 0名，担当教員：立川丈夫）に

おいて，ビジネスセンターを活用した講義を

実践した．

講義の流れは，①業務に関わる基礎を解説

する，②例題を利用し，ビジネスセンターに

よる実習を行う，③ビジネスセンターを活用

し，与えられた課題を実習し結果をメールで

提出させる，といった形式をとった．

講義のカリキュラムは，表１の通りである．

4．実践による改善効果
「経営情報システム論」において，ビジネ

スセンター導入以前の2 0 0 3年度授業評価のデ

ータと，導入以降の2 0 0 4年度授業評価のデー

タを比較することで，改善効果を評価した．

学生による授業評価からみた改善効果は，表

２の通りである．

第
１
部
　
運
用
技
術
習
得

第
２
部
　
情
報
活
用

全体概要

毎日の仕事と情報処理①

毎日の仕事と情報処理②

売掛金管理と買掛金管理

請求業務

マスターファイル

ビジネス活動の基礎

ビジネスにおける情報
処理

粗利による得意先管理

粗利による情報分析

文章表現と管理情報

管理活動の基礎

システム説明・操作
概要

入庫処理

受注処理

売掛金管理

請求書作成

各種ファイルの理解

ビジネス活動の理解

ビジネス情報の分析
方法

管理情報分析

粗利情報の分析

ビジネス情報の積極
的利用

予算実績管理

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

表１　講義カリキュラム

新しい知識を得ることができた

内容を良く理解できた

この授業に満足

導入前

3.8

3.4

3.8

導入後

5.0

4.5

4.9

表２　学生による授業評価（抜粋）

5．共通性
ビジネスセンターの演習は，表１のように，

第１部と第２部に分かれている．第１部は，

ビジネスセンターの運用技術を学習する．第

２部は，ビジネスセンターにおける様々な情
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報をもとに，データ分析をおこない，報告書

を作成するといった，情報活用の方法を学習

する．

ビジネスセンターによって生成されるビジ

ネス情報は，「エクスポート」機能によって，

統計分析ソフトや表計算ソフトなどに出力す

ることができる（図８）ため，別途外部で粗

利益情報分析や管理情報分析のような各種経

営分析を試みることができる（図９）．

図９　報告書の作成

図８　エクスポートされた受注伝票データ

このように，情報活用能力の育成を目標と

する授業などにおいても，実務に即した生の

データを題材として幅広く活用することがで

きる点において，非常に汎用性が高い．

6．おわりに
ビジネスセンターの活用によって，販売管

理業務の一連の流れを体系的に学ぶことに大

きな効果が見られた．このようなビジネス実

務教育が今後はますます求められており，そ

の要請に応えるビジネス教育システムとし

て，ビジネスセンターは非常に有用なもので

ある．

今後の課題としては，以下の点がある．

①　コンピュータの環境が学校によって異

なっており，様々な環境に対応させる必

要がある．

②　講義内容が一連の流れでつながってい

るために，授業を欠席する学生への対応

が困難である．

今後は，このような課題を解決する必要が

あると思われる．

本研究によって開発・実践したビジネス教

育システム「ビジネスセンター」は，初学者

向けに機能を絞った初級編のシステムであ

る。今後，より実務に即した形で，例外処理

や電子商取引への対応，他のシステムとの連

携などを検討し，また，自由な意思決定をさ

せて結果分析をさせる仕組み，ゲーム要素の

導入なども視野に入れ，より高度な中級編・

上級編のシステムを開発・実践する予定である．
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